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初等部だより１１月号 平成２８年１０月３１日

第 ８ 号

広げよう「チョボラ」活動！
部長 松 本 安 博

街の並木も色づき、秋の深まりを感じます。
今年はどういうわけか、インフルエンザの流行
が例年より早いとのニュースが流れています。
初等部では、日頃より遊びや清掃、トイレの後、
昼食前など、石鹸での手洗いとうがいの励行を
促しています。ご家庭でも手洗いとうがいの習
慣形成をよろしくお願いします。

秋晴れのある日、私が澄み切った青空のもと
で元気よく中休みを楽しんでいる児童の声に誘
われて、グランド周りを歩いていましたところ、
プール棟の方から３人の児童が、大きなビニー
ル袋に落ち葉をいっぱい入れて駆け寄ってきま
した。私ははじめ、色づいた落ち葉をみて、何
かの学習に使うのかと思い、尋ねましたところ、
「チョボラ」をやっているとの返事が返ってき
ました。聞き慣れない言葉でしたので、よくよ
く聞きますと、「チョボラ」は、「ちょっとした
ボランティア活動」の意味であることが分かり
ました。
私は、他にもどんな「チョボラ」に取り組ん

でいるのか知りたくなり、再度尋ねましたとこ
ろ、ボランティア委員会の呼びかけで、やれる
人が、やれるときに、やれることをやっている
とのことでした。ですから、いつも同じメンバ
ーかどうかは分かりませんが、落ち葉拾いだけ
でなく、時には本の整頓なども行っていると話
してくれました。
ボランティア委員会の呼びかけと聞いた私は、

あまりの嬉しさから、早速初等部校舎２階の委
員会活動の掲示版（昨年より２階廊下の両端に
設置）を見に行きました。そして、各委員会の
１０月の目標や活動がまとめられている掲示の
中から、ボランティア委員会の名を探しました。
ボランティア委員会の目標や活動の欄には、次
のようなことが書かれていました。

１人ひとりが「チョボラ」を行なえるよ
うにします。６年生は１年生とボランティ
ア活動を一緒にし、「チョボラ」を広めよう
としています。

また、初等部校舎の東側の階段には、いつか
らか、マナーについての呼びかけのポスターが
掲示してあります。これも聞きますと、代表委
員会の児童の発案で行われているとのことです。

【階段傍の壁面掲示より】

そして、最近になって、朝の正門では、当番
の先生と高学年の有志の児童が、登校してくる
児童や生徒に笑顔で爽やかな朝の挨拶をしてく
れている光景によく出会います。

建学の精神のもと、高度情報化とグローバル
化が進む未来社会を、志高く夢と希望をもって、
自分らしく自主自発的かつ創造的に生きていく
初等部生の育成は、初等部の願いです。
私たちの周りには、いろいろな見方や考え方

があります。それらを気にし過ぎたり、勇気が
もてなかったりして、美しくて温かい心や人と
して当たり前の善の行動が押し潰させそうにな
るときもあります。しかし、それらを跳ね除け
て、自分たちのことは自分たちでより良くして
いこうとする姿勢は、「生涯においての自らによ
るより良い自分づくり、時には人の助けを得て、
時には人を支えながらの自分づくり」につなが
るものです。
これからも家庭との連携と協力のもと、確か

な学力とともに、本来の教育の目的である人間
形成、その素地形成にも意を注いでまいりたい
と思います。


